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隔膜開腹による食道胃切除術を紹介した。とくに，前者
で，食道胃管後壁端側吻合が，縫合不全の発生率 3.6%
と良好な成績であり，本術式について説明を加えた。 
65-1.経気管的上縦隔造影法とその応用
神津照雄(千大)
食道癌症例における上縦隔内リンパ節転移や， A-Fa-
ctorを診断する目的で本法を考案し，犬の動物実験に
て検討した。本法は気管支鏡を介して分岐部後壁に先端 
6 -10mmの注射針を穿刺し，造影斉IJを注入する方法
で，縦隔内リンパ節造影が可能で， A-Factor等の診断
にも有効であった。同様に BLMを投与すると縦隔内
リンパ節に高濃度にとりこまれた。 
65-2.腎移植と癌免疫療法の現況
落合武徳(千大)
教室において，昭和42年以来生体腎移植28回，死体腎
移植39回が施行された。最近の腎移植は成績が安定し，
昭和 48年 6月以降行われた症例の患者の 1年生存率は 
100%であった。一方，移植腎の生着率も， HLA抗原を適
合させることによって向上してきた。腎移植では拒絶反
応を抑制することが要求されるが，逆に拒絶反応をひき
おこすことによって癌の免疫療法が施行された。教室に
おける昭和51年から行われた進行胃癌における BCG・ 
CWSを用いた免疫療法は有効で、あった。 
65-3.敗血症に対する ATP及び糖投与の効果
平沢博之(千大)
ネズミを用い，盲腸結柴穿孔による腹膜炎に起因した
敗血症モデルを作製し， ATP-MgClz及び糖投与による
効果を検討した。 ATP-MgCb及び糖同時投与により生
存率の有意の改善がみられ，これとともに肝細胞内 ATP
レベルの改善， 肝内細網内皮系機能の改善及び肺への 
blood-borne particleの取り込みの減少がみられた。 
65-4.特発性門脈庄充進症の臨床像について
原輝彦(千大)
過去13年間に教室で経験した特発性門脈圧充進症48例
の臨床像を検討した。年齢は男女共中年に多く，男女比
は 1: 2.7である。食道静脈:庖は89%の症例に認められ，
しかも中~高度のものが多い。摘出牌重量の平均は 717 
gで，門脈圧は平均307mmH20である。肝機能検査で
は正常または軽度異常にとどまるものが多かった。 
65-5.成分栄養法 (Elementaldiet) 
小越章平(千大)
ほとんど全ての成分が消化された形，すなわちそのま
まで吸収されるものばかりを配分したものを用いて栄養
状態を改善する方法で，経腸的な Hyperalimentation
とも呼ばれる。われわれは， 1978年 3月初の国産製品 
ED-ACを開発したが，経中心静脈高カロリー輸液とは
異なった広い適応をもち，特別な手技も要せず，今後外
科栄養の手段として大いに広まるであろう。 
65-6. X線上狭窄像を認めた食道癌の検討
植松貞夫(千大) 
X線上狭窄像を認める食道癌症例は決して少くない。
この臨床像について検討するため X線上の狭窄所見より
軽度な I度，中等度の H度，強度の E度，にわけで占居部
位，壁在性，長さ， X線型，肉眼所見，術前合併療法の効
果，リンパ節転移，予後等の関係について検討した結果，
狭窄の程度が強度即ちE度では厳しい X線所見が多発し
その予後も I度 E度に比較して非常に悪い。 
65-7.食道癌合併療法と実験食道癌
磯野可ー(千大)
照射+ブレオ+免疫療法剤が食道癌術前照射として優
れた療法であり，かっ，特に Ef3の症例の予後は良好
である。最近，照射に速中性子線を使用し検討中であ
る。実験食道癌(I)は家兎に VXz癌を移植(食道)
し上皮内進展の有無を検討し，上皮内癌との関係を検索
した。実験 cn)は PNURによるラットの発癌実験を
行っている。特に，同系で別のラットの背部に PNUR
で処理した食道を移植し発癌させる。
